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研 究 部 ⾨︓10
基盤技術研究本部 : １
種苗管理センター : 1
地域農業研究センター︓５
⽣物系特定産業技術研究⽀援センター︓1

本部と20の研究所・部⾨

⻄⽇本農業研究センター
＠広島県福⼭市

九州沖縄農業研究センター
＠熊本県合志市

農業機械研究部⾨
＠埼⽟県さいたま市

東北農業研究センター
＠岩⼿県盛岡市

北海道農業研究センター
＠北海道札幌市

＠茨城県つくば市

ファンディング・エージェンシー
・⽣物系特定産業技術研究⽀援センター

○地域農業研究センター
（技術移転のハブの役割）
・北海道農業研究センター
・東北農業研究センター
・中⽇本農業研究センター
・⻄⽇本農業研究センター
・九州沖縄農業研究センター

・種苗管理センター

・本部

○基盤技術研究本部
・農業情報研究センター
・農業ロボティクス研究センター
・遺伝資源研究センター
・⾼度分析研究センター

○研究部⾨（専⾨研究）
・果樹茶業 ・野菜花き ・畜産
・動物衛⽣ ・農村⼯学
・⾷品 ・⽣物機能利⽤
・作物 ・農業環境
・植物防疫 ・農業機械

⽣物系特定産業技術研究⽀援センター
＠神奈川県川崎市地 域

つくば

本部
基盤技術研究本部
研究部⾨
中⽇本農業研究センター
種苗管理センター

農研機構の概要

研究職員数 約1,800⼈
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【SOPの特徴】

研究成果

⾃治体、JA
(普及担当者・指導者)SOP

研究成果（技術）の普及

⽣産者•技術が必要とされる背景
•具体的な導⼊対象（者、地域）
•既存技術との⽐較
•具体的な作業⼿順
•技術の導⼊事例
•経営⾯の評価、
•普及戦略

■SOPを活⽤した研究成果の普及促進■標準作業⼿順書（SOP）

農研機構

SOPの利⽤により⼀定⽔準の
結果が得られることを⽬指します

【SOPとは】
•農研機構独⾃の総合技術解説書

•研究担当者
•農業技術コミュニケータ―

農研機構が開発した研究成果の普及
農研機構では、研究成果（技術）の標準作業⼿順書 (SOP) を作成、普及活動に利⽤
研究担当者、農業技術コミュニケーターが⾃治体、JA、⽣産者等へSOPを⽤いて技術普及
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農研機構の普及活動

標準作業⼿順書（SOP）
農研機構が開発した技術

1⼈

全国５拠点の地域農業センターに
農業技術コミュニケーター12名を配置

北海道農業
研究センター

九州沖縄農業
研究センター

中⽇本農業
研究センター

東北農業
研究センター⻄⽇本農業

研究センター 3⼈

1⼈

3⼈

4⼈ 配置⼈数（⼈）
３
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農業技術コミュニケーターによる普及活動
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標準作業⼿順書（SOP）は、農研機構が開発した技術の必要性、導⼊の条件、具体的な⼿
順、導⼊例、効果等を記載したもので、累計145本作成 (2024年11⽉20⽇現在)
普及組織を持たない農研機構の研究成果の普及には、都道府県の普及組織との連携が不可⽋

普及組織を持たない農研機構の研究成果の普及

SOP︓ Standard Operation Procedures

農

業

現

場

農研機構 都道
府県

公設試

普及
組織

農業技術
コミュニケーター

・⾃治体・JAとの窓⼝

・技術開発
・SOPの作成

研究担当者

J
A
・
農
業
法
⼈

乾⽥直播
栽培体系

ダイズ
難裂莢性

品種

多収
良⾷味⽶

｢にじのきらめき｣

農研機構の開発技術

⼦実⽤
トウモロコシ

分野別SOPの割合

⽔稲
19％

果樹茶
13％

基盤
11％

飼料作物
10％

野菜
10％

いも
8％

⻨4％
⼤⾖3％

GHG排出3％

その他9％
肥料3％

農村振興・
中⼭間

6％

SOP
145本
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